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原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
（
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
）
は

十
一
月
一
七
日
、
北
海
道
の
寿
都
（
す
っ
つ
）
町

と
神
恵
内
（
か
も
え
な
い
）
村
で
高
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
棄
物
の
処
分
地
選
定
に
向
け
た
文
献
調
査
を

実
施
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

　

法
律
に
基
づ
く
処
分
地
選
定
調
査
の
第
一
段
階

と
な
る
文
献
調
査
は
、
地
質
図
や
鉱
物
資
源
図
な

ど
、
地
域
固
有
の
文
献
・
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
た

机
上
調
査
で
、
現
地
調
査
（
ボ
ー
リ
ン
グ
な
ど
）

は
行
わ
れ
な
い
。
ま
た
、
次
の
調
査
段
階
に
進
む

場
合
は
、
改
め
て
知
事
お
よ
び
当
該
市
町
村
長
の

意
見
を
聴
き
、
反
対
の
場
合
は
そ
の
段
階
で
調
査

を
終
了
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
で

は
、
二
〇
一
七
年
に
地
層
処
分
の
適
性
に
関
し
、

日
本
地
図
を
四
色
で
塗
り
分
け
た
「
科
学

的
特
性
マ
ッ
プ
」
を
公
表
し
、
全
国
各
地

で
対
話
型
説
明
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
理

解
活
動
を
進
め
て
き
た
。

　

十
月
に
両
町
村
よ
り
文
献
調
査
受
け
入

れ
に
対
し
て
応
募
が
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
、

Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
は
調
査
実
施
に
向
け
て
事
業
計

画
の
変
更
を
経
済
産
業
相
に
申
請
。
こ
の

ほ
ど
認
可
と
な
っ
た
も
の
。
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
で

は
今
後
、
文
献
調
査
と
と
も
に
、
地
層
処

分
事
業
に
関
す
る
理
解
活
動
、
調
査
の
進

捗
説
明
、
地
域
の
発
展
ビ
ジ
ョ
ン
の
具
体

化
検
討
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
し
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
の
近
藤
駿
介
理
事
長
は
、
今

回
の
文
献
調
査
開
始
に
際
し
コ
メ
ン
ト
を

発
表
。
両
町
村
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
判
断

に
対
し
謝
意
を
表
明
し
た
上
で
、「
地
質

に
関
す
る
文
献
・
デ
ー
タ
を
調
査
分
析
し
、

情
報
提
供
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
市
町
村

で
地
層
処
分
事
業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
」
と
、
文
献
調
査
を
対
話
活
動

の
一
環
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
ほ

か
、
調
査
期
間
中
に
放
射
性
廃
棄
物
を
持

ち
込
ま
な
い
こ
と
を
改
め
て
明
言
し
た
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対

比
で
は
、
両
市
の
特
徴
あ
る
企
業
（
そ
の

五
）
と
し
て
、
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
製
造
メ
ー

カ
に
つ
い
て
述
べ
た
い
（
二
〇
一
五
年
三

月
号
記
事
の
概
ね
再
掲
）。
ウ
ィ
ー
ン
に

は
、
世
界
的
に
有
名
な
ト
ラ
ン
プ
製
造

メ
ー
カ
、
ピ
ア
ト
ニ
ッ
ク
社
が
あ
る
。
同

社
は
一
八
二
四
年
の
創
業
な
の
で
、
二
百

年
近
く
も
の
歴
史
と
伝
統
が
あ
る
。
多
色
刷
り
が

鮮
明
で
種
類
も
豊
富
で
あ
り
、
日
本
風
の
絵
柄
も

あ
っ
て
人
気
が
あ
る
。
年
間
約
二
千
五
百
万
個
の

ト
ラ
ン
プ
の
他
、
約
百
万
個
の
ゲ
ー
ム
盤
、
約

百
万
個
の
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
も
販
売
し
て
い
る
。

同
社
の
子
会
社
が
ド
イ
ツ
、ハ
ン
ガ
リ
ー
、チ
ェ
コ
、

米
国
に
あ
る
が
、
我
が
国
を
含
む
世
界
七
二
ヶ
国

に
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
製
品
を
販
売
し
て

い
る
。「
ゲ
ー
ム
が
私
た
ち
に
喜
び
と
リ
ラ
ッ
ク
ス

を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
よ
う
に
」
と
い
う
の
が

同
社
の
哲
学
と
い
う
。

　

一
方
、
京
都
駅
の
近
く
に
は
、
家
庭
用
レ
ジ
ャ
ー

機
器
の
製
造
・
販
売
で
有
名
な
任
天
堂
旧
本
社
が

あ
る
。
創
業
は
一
八
八
九
年
、
花
札
の
製
造
を
開

始
し
た
。
旧
本
社
は
風
情
が
あ
る
建
物
で
玄
関
脇

に
「
ト
ラ
ン
プ
・
か
る
た
製
造
元
」
の
表
示
が
あ

る
。
一
九
〇
二
年
に
日
本
で
初
め
て
ト
ラ
ン
プ
を

製
造
し
、
一
九
七
七
年
に
家
庭
用
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム

機
、一
九
八
五
年
に
は
ス
ー
パ
ー
マ
リ
オ
ブ
ラ
ザ
ー

ズ
、
一
九
九
〇
年
に
は
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ミ
コ
ン
を

発
売
す
る
な
ど
、
世
界
的
な
ヒ
ッ
ト
商
品
を
作
り

続
け
て
い
る
。
同
社
は
米
国
、
ド
イ
ツ
、
カ
ナ
ダ
、

フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
ペ
イ
ン
、
ロ
シ
ア
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
韓
国
、
香
港
に
海
外
拠
点
を
持
つ
。

経
営
方
針
は
「
世
界
の
ユ
ー
ザ
ー
へ
、
か
つ
て
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
楽
し
さ
、
面
白
さ
を
持
っ
た

娯
楽
を
提
供
す
る
」
と
あ
り
、
ピ
ア
ト
ニ
ッ
ク
社

の
哲
学
と
似
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
は
ウ
ィ
ー
ン
赴
任
中
、

ピ
ア
ト
ニ
ッ
ク
社
の

存
在
は
知
ら
な
か
っ

た
が
、
訪
れ
た
カ

フ
ェ
で
客
同
士
が
ト

ラ
ン
プ
を
し
て
い
る

の
を
見
た
こ
と
が
あ

る
。
今
に
し
て
思
え

ば
ピ
ア
ト
ニ
ッ
ク
社
の
ト
ラ
ン
プ
と
断
言
で
き
る
。

京
都
で
の
学
生
時
代
に
友
人
と
遊
ん
だ
花
札
は
確

か
に
任
天
堂
製
と
書
い
て
あ
っ
た
。
両
市
が
世
界

に
誇
る
ゲ
ー
ム
製
造
メ
ー
カ
を
紹
介
す
る
こ
と
が

で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、
ピ
ア
ト
ニ
ッ
ク
社

の
ト
ラ
ン
プ
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
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杉本純の原子力の話Ⅱ 「ウィーンと京都」 の第１回からの全記事が次のサイトに掲載されています ：  http://wattandedison.com/Sugimoto.html
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クリスマスツリーは 電気と 温水と ヤギのおやつに
御用済みとなったクリスマスツリーはデコレーションを外してから、ウィーン市内
546カ所に設置されたツリー専用の収集場所にゴミとして捨てられた後、清掃局
の収集車で 11区にあるゴミ焼却施設ファッフェナウに運ばれ、処理されて電気
と温水になるほか、一部は埋立地ラウテンヴェークに住むヤギたちの餌となる。
ツリー専用の収集場所は 2020 年 12月28日から2021 年１月17日まで開設。
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